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〈編集後記〉 
 最初に今月号の発行が遅れたことを深くお詫び致します。次の 599 号も、現段階でもう一本
論文等が必要です。皆様の投稿をお待ちしております。 
 かつて 500 号発刊記念号(2005 年)で月報の性格について、「つねに不完全の危険を犯して仮説
にいどむことこそ（既成の解答や結論をくりかえすことだけでなく、『問題提起』をしつづける
ことこそ）学問研究の真の在り方ではあるまいか。『心安く』小論文を誰もが発表できる場が月
報である・・・」と長幸男氏の言葉が紹介されている。重ね重ね月報への積極的な投稿をお願
し致します。 
 本号は３本の論稿を掲載。巻頭の森宏先生の論稿は、先生のお人柄がにじみ出たもので楽し
く拝読しました。門外漢の小生は、デフレ解消のためのリフレ（インフレをわざと起こすこと）
政策のアベノミックスが、高齢者の明るい未来が本当に保証されているのか、極めて心配にな
りました。 
 次の藤本一美先生の論稿では、2008 年～2009 年に「新しい段階」に入ったと思われた日米政
治が、少なくとも日本ではもろく崩壊してしまった、と指摘されています。その理由として、
二大政党制の未発達、つまり「統治（ガバナリティ）」の未熟さに言及されています。若い大学
生の選挙年齢の問題も含め、政治や政策になかなか期待感が湧かないのが大問題のように、小
生には思えます。黒人やヒスパニックの「悩み」の大きさが、政治への期待感に反映されてい
るのかなあ。 
 最後の土屋昌明先生の論稿は編集部からご無理を言って投稿いただきました。感謝。上海や
天津に少し出かけた経験から、中国での調査の難しさは身に浸みています。映画監督の目から
描写された「文革（時期）」は、中国の新しい社会を理解するのに貴重な資料になるはずです。
地方都市の腐敗を訴える市民の動きも散見される経済大国「中国」、ますます今後の動きが注目
されます。 （福島義和） 
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